
〈
l
i
1
Q
｛
e
〉
　
〈
a
c
t
i
v
e
　
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
〉
　
g
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

　
　
　
　
　
　
　
ー
r
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
か
ら

杉
　
山
　
若
　
菜

　
　

V
F1
九
八

o
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

　
F
頭
の
い
い
『
雨
の
木
－
　
（
『
文
学
界
』
お
8
0
．
1
）
は
、
一
九
七
七

年
I
O
月
に
開
催
し
た
ハ
ワ
イ
大
学
東
西
文
化
研
究
所
で
の
セ
ミ
ナ
－

に

大
江
が
参
加

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
作
品
で
あ
る
。
話
の
焦
点
は
セ

ミ
ナ
ー
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で
の
出
来
事
に
あ
る
の
だ
が
、
何
よ
り

印
象
深
い
の
は
そ
れ
ら
出
来
事
全
て
を
覆
い
包
む
か
の
よ
う
な
、
暗
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
ハ

の

庭
に

葺
え
立
つ
巨
木
「
雨
の
木
」
の
気
配
で
あ
っ
た
。
室
内
外
と

も
に
奇
妙
な
陰
影
を
放
つ
〈
場
〉
に
お
い
て
、
賑
や
か
に
語
ら
う
人
々

の

中
か
ら
演
劇
的
な
論
戦
が
始
ま
り
、
や
が
て
は
意
表
を
突
く
出
来
事

が
起

こ
る
筋
立
て
で
、
当
初
『
現
代
伝
奇
集
』
（
」
⑩
c
。
O
’
6
岩
波
現
代
選

書
）
冒
頭
に
収
録
さ
れ
た
。
暗
闇
の
中
、
不
可
視
の
力
を
湛
え
る

レ

イ
ン
　
ツ
リ
　

r
雨

の

木
」
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
初
出
か
ら
二
年
ほ
ど
後
に

　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

f『
雨

の

木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
（
『
文
学
界
』
」
⑩
c
。
」
・
巳
）
に
引
き
継

　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

が

れ
、
明
確
な
「
暗
喩
」
と
し
て
指
示
さ
れ
て
、
以
降
r
連
作
」
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
の
ツ
リ
　

す
る
こ
と
に
な
る
。
「
『
雨
の
木
』
の
首
吊
り
男
」
（
『
w
o
潮
　
1
　
1
9
8
2
・
1
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

Fさ
か
さ
ま
に
立
つ
『
雨
の
木
』
」
（
『
文
学
界
』
お
。
。
ト
。
・
ω
）
、
F
泳
ぐ
男
ー

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ソ
リ
　

水
の
な
か
の
『
雨
の
木
』
」
（
『
新
潮
』
」
Φ
c
。
ト
。
・
㎝
）
と
発
表
し
、
五
作

品
「
連
作
」
集
と
し
て
八
二
年
七
月
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
二
作
目
か
ら
単
行
本
化
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
見
る
限
り
、
各
作

品
初
出
は
『
文
学
界
』
と
『
新
潮
』
を
交
互
と
し
、
規
則
的
に
二
か
月

間
隔
で
発
表
さ
れ
、
単
行
本
も
ま
た
二
か
月
後
の
発
売
と
な
っ
て
い
る
。

既
に

二
作
目
発
表
の
頃
に
は
中
短
篇
の
「
連
作
」
化
が
確
た
る
企
画
で

あ
っ
た
の
だ
。
例
え
ば
、
音
楽
雑
誌
の
武
満
徹
特
集
に
寄
せ
た
大
江
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
章

「
『
雨
の

木
』
小
説
か
ら
」
に
は
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

rそ
こ
で
こ
こ
に
は
、
『
雨
の
木
』
小
説
と
自
分
で
呼
ん
で
い
る
、
大

半
は

未
定
稿
の
ま
ま
の
、
一
連
の
短
篇
群
か
ら
、
武
満
さ
ん
の
音
楽
の
、

　
　
メ
タ
フ
ァ
　

あ
る
暗
喩
に
関
し
て
描
写
し
た
部
分
を
写
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

そ
れ
は
か
れ
の
文
字
の
選
び
方
の
厳
密
さ
か
ら
「
雨
の
樹
」
と
表
記

さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
の
も
の
だ
。
」
こ
の
大
江
の
文
章
は
、
二
作
目

一
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レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

F『
雨

の

木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
発
表
の
前
月
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
。
大
江
が
当
音
楽
雑
誌
の
散
文
中
に
「
写
し
て
お
く
こ
と
」

に

し
た
の
は
、
未
発
表
な
が
ら
三
連
の
短
篇
群
か
ら
、
武
満
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

音
楽

の
、
あ
る
暗
喩
に
関
し
て
描
写
し
た
部
分
」
で
あ
り
、
即
ち

　
レ
イ
ン
ひ
ノ
リ
　

［
『
雨

の

木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
冒
頭
か
ら
「
高
安
」
夫
妻
と
の
関

り
に
触
れ
る
前
ま
で
の
大
部
に
あ
た
る
。
両
者
は
、
改
行
の
相
違
こ

そ
あ
れ
ほ
ぼ
同
l
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
二
作
目
発
表
前
、
大

江

は
既
に
「
大
半
は
未
定
稿
の
ま
ま
の
、
一
連
の
短
篇
群
」
と
し
て

　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

〈F雨
の

木
」
小
説
〉
を
執
筆
し
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
「
連
作
集
」

構
想
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
一
方
、
後
の
大
江
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

ば
、
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
を
発
端
と
す
る
一
連
は
、
『
同
時
代
ゲ
ー

ム

』

発
表
後
の
不
本
意
な
反
応
に
よ
り
生
じ
た
疑
念
か
ら
、
「
も
う
一

度
短
篇
に
戻
っ
て
み
た
い
」
思
い
に
駆
ら
れ
、
「
漠
然
と
し
た
不
安
」

の

う
ち
に
書
い
た
「
ひ
と
つ
の
短
篇
」
が
、
　
F
自
然
に
次
の
短
篇
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

が
っ

て
い

っ

た
」
と
言
う
。
「
自
然
に
」
「
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
」
と

は

い

え
、
二
作
目
以
降
の
発
表
ま
で
お
よ
そ
二
年
の
時
を
経
て
お
り
、

初
出
媒
体
と
時
期
、
単
行
本
化
の
流
れ
も
踏
ま
え
れ
ば
、
「
自
然
に
」

書
き
繋
い
だ
結
果
と
し
て
の
〈
連
作
〉
と
は
違
っ
た
、
用
意
周
到
の
試

行
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
エ

　

と
こ
ろ
で
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
執
筆
の
背
景
に
「
漠
然
と
し

た
不
安
」
が
あ
る
な
ら
ば
、
作
品
は
自
ず
と
そ
の
気
配
が
反
映
さ
れ
て

い

る
だ
ろ
う
。
本
作
語
り
手
「
僕
」
の
心
許
な
い
様
子
は
、
二
作
目
以

降

も
引
き
続
き
、
厄
介
な
他
者
と
の
関
り
に
当
惑
し
「
気
ぶ
っ
せ
い
な

思
い

」

や

「
い

わ
れ
も
な
い
」
「
ひ
け
め
の
感
情
」
を
抱
く
な
ど
で
共

通

す
る
。
何
よ
り
壮
年
期
を
迎
え
る
「
僕
」
が
F
死
」
を
よ
り
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
の
ツ
リ
ト

に

感

じ
る
点
に
顕
著
な
反
映
が
あ
る
。
例
え
ば
二
作
目
「
『
雨
の
木
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

を
聴
く
女
た
ち
」
と
五
作
目
「
泳
ぐ
男
ー
水
の
な
か
の
『
雨
の
木
』
」

に

は
、
「
僕
の
作
家
と
し
て
の
生
き
方
が
、
内
部
か
ら
新
し
く
動
き
は

じ
め
て
い
る
ら
し
い
」
こ
と
の
動
因
に
「
人
が
死
に
む
け
て
年
を
と
る
、

と
い
う
こ
と
」
が
関
わ
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
「
短
篇
の
す
べ
て
に
そ
の

窮

を
ま
と
い
つ
か
せ
る
こ
と
を
し
た
、
マ
ル
カ
ム
・
ラ
ウ
リ
ー
と
い
う

作
家
の
運
命
を
切
実
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
ら
れ
る
。
ま
た

五
作
目
冒
頭
に
は
、
「
こ
れ
ら
の
短
篇
を
書
き
な
が
ら
、
僕
は
ま
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ひ
ツ
リ
　

方

で
、
長
篇
と
し
て
の
「
雨
の
木
」
と
な
る
は
ず
の
小
説
を
書
き
つ

づ

け
て
い
た
」
こ
と
、
そ
の
長
篇
が
頓
挫
し
た
も
の
の
「
独
立
し
た
部

分

と
し
て
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
思
え
る
と
こ
ろ
」
を
「
中
篇
と
し
て
生

か

す
」
た
め
改
稿
し
、
連
作
集
の
最
終
篇
と
す
る
経
緯
が
説
明
さ
れ
て

い

る
。
長
篇
の
頓
挫
は
「
僕
」
の
内
部
の
危
機
を
暗
示
す
る
。
「
僕
」

　
　
レ
イ
ン
の
ツ
リ
　

は
「
雨
の
木
」
の
再
生
に
よ
り
「
病
ん
で
い
る
自
分
を
越
え
る
、
真

の

経
験
を
か
ち
と
る
こ
と
」
を
目
指
し
つ
つ
、
つ
い
に
そ
れ
は
あ
り
え

な
い
と
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
作
中
の
小
説
家
「
僕
」
と
大
江
を
同
l
と
見
倣
す
わ
け
に
い
は
い
か

な
い
が
、
「
書
く
」
行
為
に
関
す
る
煩
悶
は
作
者
大
江
の
身
に
覚
え
の

あ
る
出
来
事
と
し
て
看
過
で
き
ぬ
叙
述
で
あ
る
。
小
説
の
「
全
体
化
」

を
試
行
し
続
け
て
き
た
大
江
の
作
品
史
上
初
の
「
連
作
集
」
と
な
っ
た

当
作
品
集
は
、
原
点
と
し
て
の
r
短
篇
」
形
式
に
立
ち
返
り
つ
つ
、
共
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通
の

主
題
を
維
持
し
且
つ
展
開
す
る
こ
と
で
、
長
篇
と
同
様
の
ス
t
s
　
’
－

ル
を
も
持
つ
。
長
・
短
篇
双
方
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
「
連
作
集
」
は
、

長
篇
創
作
へ
の
「
不
安
」
を
抱
え
た
当
時
の
大
江
に
適
し
た
形
式
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

　
筆
者

は
、
「
漠
然
と
し
た
不
安
」
に
始
ま
り
「
雨
の
木
」
の
発
現
・

消
失
・
痕
跡
の
過
程
を
経
る
、
こ
の
「
連
作
集
」
形
式
を
想
像
力
の
観

点
か
ら
鑑
み
る
に
あ
た
り
、
文
字
通
り
〈
想
像
の
樹
木
〉
を
描
く
こ
と

か

ら
始
ま
る
「
バ
ウ
ム
テ
ス
ト
」
（
ユ
ン
グ
）
の
志
向
を
補
助
線
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

て

引
き
寄
せ
る
。
想
像
の
「
バ
ウ
ム
」
（
1
1
s
s
木
）
　
r
雨
の
木
」
を
五

つ
の

中
短
篇
で
繋
ぐ
「
連
作
集
」
は
、
語
り
手
「
僕
」
、
ひ
い
て
は
作

者
大
江
の

想
像
力
が
生
成
発
展
し
て
い
v
過
程
そ
の
も
の
、
　
f
i
ち
　
r
a
c

ti
v
e
　
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
　
J
　
（
ユ
ン
グ
）
の
プ
ロ
セ
ス
と
通
底
す
る
よ
う
に

M
｛
わ
．
g
；
，
〈
）
O
　
F
a
c
t
i
v
e
　
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
」
に
つ
い
て
臨
床
心
理
士
・
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

松
克
博
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
を
す
る
。

　
無
意
識
由
来
の
イ
メ
－
ジ
に
対
し
て
自
我
（
主
人
公
で
あ
る

F私
」
）
が
意
識
的
に
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
、
そ
の
イ
メ
－
ジ
の

世
界
の
あ
れ
こ
れ
と
具
体
的
な
や
り
と
り
を
し
、
1
つ
の
物
語
を

紡

ぎ
出
す
、
と
い
う
共
同
作
業
で
あ
る
。
こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
や

り
と
り
」
（
文
字
ど
お
り
の
、
あ
る
い
は
象
徴
的
な
意
味
で
の

r対
話
」
）
の
な
か
で
、
意
識
の
側
の
要
求
と
無
意
識
の
側
の
要
求
と

の

葛
藤
や
せ
め

ぎ
合
い
が
生
じ
、
ど
こ
を
両
者
の
和
解
で
き
る
落
と

し
ど
こ
ろ
に
す
る
か
と
い
う
一
種
の
S
i
S
v
a
　
A
u
s
e
i
n
a
n
d
e
r
s
e
t
z
u
n
g
，

co
n
f
r
o
n
t
a
t
i
o
n
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
意
識
と
無

意
識
と
の
問
の
乖
離
が
多
少
と
も
埋
め
ら
れ
、
個
性
化
の
プ
ロ
セ

ス

の

目
標
で
あ
る
心
の
全
体
性
の
実
現
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
同
書
に
お
い
て
老
松
氏
は
「
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン

」
に

つ
い

て
、
「
内
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
真
剣
か
つ
直
接
に
関
わ
る
こ

と
で
真
理
や
心
の
成
長
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
者
」
で
あ
れ
ば
「
現
代

の

作
家
」
も
「
特
別
な
呼
称
も
な
し
に
行
っ
て
き
た
想
像
行
為
」
で
あ

る
と
し
、
F
ユ
ン
グ
は
そ
れ
を
再
発
見
し
て
命
名
し
た
に
す
ぎ
な
い
」

と
す
る
。
問
題
は
「
『
私
』
と
『
不
可
視
の
何
か
』
　
（
私
な
ら
ざ
る
も
の
、

『
私
』
の
偏
り
や
一
面
性
を
補
償
す
る
も
の
、
し
た
が
っ
て
『
私
』
か

ら
す
れ
ば
多
く
は
対
立
的
な
も
の
）
」
と
の
「
心
の
な
か
で
の
対
話
」

に

あ
る
。
前
掲
文
に
即
せ
ば
「
葛
藤
や
せ
め
ぎ
合
い
」
、
　
r
A
u
s
e
i
n
a
n
d

ersetz
u
n
g
q
，
　
c
o
n
f
r
o
n
t
a
t
i
o
n
」
　
（
闘
争
）
を
不
断
に
自
身
に
課
す
こ

と
で
「
柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
く
の
は
、
思
い
の
ほ
か
難
し
い
o
ふ
つ
う

は
、
い
つ
の
ま
に
か
曖
昧
な
か
た
ち
で
途
切
れ
て
し
ま
う
」
と
言
う
。

心
理
療
法
の

実
践
技
法

「
バ

ウ
ム
テ
ス
ト
」
は
、
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
」

が
描
い

た
「
想
像
の
木
」
を
も
と
に
、
「
魂
の
理
解
者
」
た
る
心
理
臨

床
家

と
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
」
と
の
共
時
的
な
対
話
が
重
要
と
な
る
。

r
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
現
実
を
身
を
も
っ
て
意
識
的
に
生
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　

う
と
す
る
こ
と
」
（
工
藤
昌
孝
）
で
、
「
心
と
の
全
面
的
接
触
が
指
向
さ

れ

る
よ
う
な
体
験
」
を
得
る
た
め
に
、
心
理
臨
床
家
は
細
や
か
な
慎
重

さ
が
要
請
さ
れ
る
。
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文
学
の
「
全
体
化
」
を
念
頭
に
据
え
、
「
想
像
力
」
の
生
き
て
働
く

あ
り
よ
う
を
読
者
と
共
有
す
る
意
図
の
も
と
、
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及

び
』
と
『
文
学
ノ
ー
ト
』
の
併
読
を
準
備
し
た
大
江
で
あ
る
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
『
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
調
書
』
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ぶ
ツ
リ
　

F夢
」
の
積
極
的
活
用
を
試
み
た
大
江
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
雨
の
木
」

と
い
う
「
想
像
の
木
」
を
基
軸
に
据
え
た
「
連
作
」
も
ま
た
同
様
の
意

向
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
当
初
一
つ
の
イ
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

ジ
ュ
で
あ
っ
た
「
雨
の
木
」
が
、
　
F
暗
喩
」
あ
る
い
は
〈
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン

〉

へ
と
垂
直
状
に
上
位
概
念
化
し
て
い
く
試
み
の
一
方
で
、
作
中
人

物
の
漠
と
し
た
「
不
安
」
な
精
神
世
界
を
具
体
化
し
、
自
己
内
部
に
お

け
る
「
葛
藤
や
せ
あ
ぎ
合
い
」
か
ら
「
和
解
で
き
る
落
と
し
ど
こ
ろ
」

ま
で
の
「
折
衝
」
プ
ロ
セ
ス
を
旦
ハ
現
化
す
る
。
い
わ
ば
、
作
品
世
界
の

旦
ハ
象
と
抽
象
、
作
中
人
物
の
意
識
と
無
意
識
双
方
に
わ
た
る
「
全
体
化
」

と
、
作
品
世
界
を
介
し
て
読
者
と
「
共
時
的
な
対
話
」
を
目
指
す
試
み

と
し
て
の
、
短
篇
を
積
み
上
げ
た
か
の
よ
う
な
書
簡
体
形
式
『
同
時
代

ゲ

ー
ム
』
に
後
継
す
る
、
「
中
短
篇
連
作
集
」
と
い
う
形
式
が
自
ず
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
稿
は
、
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

の

F暗
闇
」
や
「
雨
の
木
」
が
湛
え
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
反
映
が
、
次

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

作
品
「
『
雨
の
木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
に
「
連
作
」
し
て
い
く
過
渡
を

捉
え

る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
「
全
体
化
」
あ
る
い
は
同
義
の
「
個
別
化
」

（
ユ
ン

グ
）
に
到
る
た
あ
に
「
僕
」
が
立
脚
す
る
想
像
の
起
点
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

F
a
c
t
i
v
e
　
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
」
に
倣
い
「
雨
の
木
」
の
様
相
と
そ
の
意
義

の

変
遷
に

出
現
す
る
と
推
測
す
る
ゆ
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

　
　
二
、
「
想
像
の
木
」
－
F
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

　
F
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
は
、
「
精
神
病
治
療
の
民
間
施
設
」
が
パ
ー

テ

ィ
ー
会
場
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
起
き
た
奇
妙
な
出
来
事
を
、
小
説
家

F僕
」
の
視
点
か
ら
描
く
。
奇
怪
な
出
来
事
が
民
間
施
設
の
入
居
者
に

よ
り
発
現
す
る
に
せ
よ
、
彼
ら
を
衝
き
動
か
す
根
底
に
は
、
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

F暗
闇
」
の
庭
に
讐
え
立
つ
「
巨
木
」
、
F
雨
の
木
」
の
見
え
ざ
る
騎
の

力
が
働
い
て
い
る
。
即
ち
「
伝
奇
」
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
何
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　

F現
実
離
れ

し
た
幻
想
的
な
時
空
」
の
磁
場
に
あ
る
。
そ
し
て
施
設
入

居
者
と
同
様
に
作
品
の
語
り
手
「
僕
」
も
ま
た
、
そ
の
場
に
感
応
し
た

一
人
で
あ
っ
た
。

　
r
僕
」
の
感
応
は
作
品
冒
頭
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
。
「
ド
イ
ッ
系

の

ア

メ
リ
カ
人
女
性
」
「
ア
ガ
ー
テ
」
に
導
か
れ
、
「
僕
」
は
「
水
の
匂

い

の

す
る
暗
闇
を
見
つ
め
て
い
た
」
。
次
に
「
僕
」
が
捉
え
た
光
景
は

巨
木
の
「
板
根
」
で
あ
る
。
「
幾
重
に
も
か
さ
な
っ
た
放
射
状
の
板
根
」

の

拡
が
り
は
、
空
と
海
と
の
境
界
を
遮
断
す
る
巨
木
の
前
景
と
し
て
、

唯
一
旦
ハ
象
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
「
僕
」
は
、
「
ア
ガ
ー
テ
」
の

解
説
に
よ
り
「
指
の
腹
く
ら
い
の
小
さ
な
葉
を
び
っ
し
り
と
つ
け
て
い

る
」
ゆ
え
に
、
「
そ
の
葉
に
水
滴
を
た
め
こ
ん
で
い
ら
れ
る
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

F頭
の

い

い

『
雨

の

木
』
」
な
の
だ
と
知
る
。
だ
が
「
僕
」
の
現
前
に

は
、
そ
の
特
徴
的
な
コ
某
」
は
「
か
な
り
広
い
規
模
の
細
雨
の
音
」
と

し
て
間
接
的
に
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
「
樹
齢
幾
百
年
」
も
の
巨
木
の

た
だ
な
ら
ぬ
気
配
は
も
っ
ぱ
ら
「
板
根
」
と
「
暗
闇
」
と
に
依
拠
し
て
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い

る
。
闇
に
遮
ら
れ
て
「
樹
木
の
全
容
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

r僕
」
は
、
「
雨
の
木
」
か
ら
感
受
し
た
断
片
的
デ
ー
タ
を
基
に
、
そ

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

の

視
線

を
「
雨
の
木
」
の
「
板
根
」
「
暗
闇
」
へ
、
転
じ
て
「
吸
引
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

あ
る
」
「
暗
黒
の
へ
り
」
に
注
ぐ
こ
と
と
な
る
。
「
巨
大
な
徳
利
型
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

バ

オ
バ
ブ
の
樹
の
よ
う
」
な
形
状
を
縁
取
る
「
暗
黒
の
」
　
〈
へ
り
〉
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

r眼
の

前
の
闇
の
壁
」
を
「
雨
の
木
」
本
体
と
「
外
側
の
暗
闇
」
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ノ
リ
　

分
節
化
し
、
闇
の
中
　
洋
と
葺
え
る
「
雨
の
木
」
の
輪
郭
を
前
景
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
「
僕
」
の
感
応
が
そ
の
「
暗
黒
の
へ
り
」
に

底
知
れ
ぬ

「
吸

引
力
」
を
感
知
し
た
こ
と
に
あ
り
、
つ
い
に
は
、
開
拓

移
住
者
が

「
最
初
に
目
に
し
た
暗
黒
」
を
〈
夢
想
〉
す
る
に
至
る
点
だ
。

F暗
闇
」
は
、
実
体
を
捉
え
ら
れ
ぬ
が
ゆ
え
に
、
代
わ
っ
て
、
思
念
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

r暗
黒
」
を
「
僕
」
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
「
暗
黒
の
へ
り
」
に
輪
郭
づ

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

け
ら
れ
た
「
雨
の
木
」
は
、
「
僕
」
の
〈
夢
想
〉
を
誘
発
す
る
樹
木
と

し
て
現
前
化
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
後
程
「
僕
」
が
、
「
も
と
よ
り
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

分
の
想
像
力
が
つ
く
っ
た
樹
木
の
か
た
ち
の
暗
黒
の
へ
り
と
、
そ
の
外

側
の
暗
闇
へ
の
感
じ
方
」
を
直
裁
に
語
る
の
も
、
十
分
に
自
覚
的
な
物

言
い
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
大
江
の
「
想
像
力
」
論
を
支
え
る
バ
シ
ュ

ラ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
「
根
」
は
「
誘
導
の
言
葉
、
夢
見
さ
せ
る
言
葉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
わ
れ
の
中
に
夢
見
に
や
っ
て
く
る
言
葉
」
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し

て
次
の
如
く
指
摘
す
る
。

そ

れ

は
夢
想
家
を
駆
っ
て
、
も
っ
と
も
深
い
彼
の
過
去
の
裡
へ
、

も
っ
と
も
遥
か
な
無
意
識
の
中
に
、
彼
の
人
格
で
あ
っ
た
も
の
す

べ
て

の
、
そ
の
先
へ
と
下
降
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
　
《
根
》
と
い
う
言

葉
は
、
わ
れ
わ
れ
を
、
あ
ら
ゆ
る
言
葉
の
《
根
源
》
に
、
イ
マ
ー

ジ
ュ
を
表
現
す
る
根
源
的
な
必
要
性
の
方
に
み
ち
び
い
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
「
想
像
力
」
と
「
樹
木
」
と
を
次
の
如
v
結
ぶ
。

想
像
力
は
一
本
の
樹
木
で
あ
る
。
そ
れ
は
樹
木
の
統
合
的
な
美
徳

を
も
つ
。
想
像
力
は
根
で
あ
り
枝
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
と
地
の
あ

い

だ

に

生

き
る
。
大
地
の
中
に
、
風
の
中
に
生
き
る
。
想
像
力
の

樹
は
気
づ
か
れ
ぬ
う
ち
に
宇
宙
の
樹
と
な
り
、
世
界
を
呑
み
込
み
、

世
界
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

　
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
言
に
照
ら
せ
ば
、
「
板
根
」
を
発
端
と
し
、
r
暗
黒

　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

へ
り
」
へ
の
注
視
を
通
じ
て
「
僕
」
が
内
在
化
し
た
「
想
像
力
」
的

　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

樹
木
「
雨
の
木
」
は
、
「
も
っ
と
も
深
い
彼
の
過
去
の
裡
へ
、
も
っ
と

も
遥
か
な
無
意
識
の
中
に
、
彼
の
人
格
で
あ
っ
た
も
の
す
べ
て
の
、
そ

の

先
へ
と
下
降
」
し
た
先
に
屹
立
す
る
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

し
て
、
「
僕
」
の
「
想
像
力
」
自
体
の
表
象
と
し
て
、
　
F
雨
の
木
」
は

や

が
て
生
成
発
展

し
、
つ
い
に
は
「
宇
宙
の
樹
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ソ
リ
　

　
そ

も
そ
も
「
雨
の
木
」
に
寄
せ
る
「
僕
」
の
感
応
は
、
セ
ミ
ナ
ー

で
の

彼
の
発
三
口
に
よ
り
準
備
さ
れ
て
い
た
。
「
僕
」
は
「
土
地
の
樹
木
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と
、
そ
こ
に
生
き
死
に
す
る
人
間
と
に
、
似
か
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
に
思
う
」
と
提
起
し
た
上
で
、
そ
の
土
地
で
の
「
独
自
の
呼

び
名
を
知
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
そ
の
樹
木
を
よ
く
知
っ
た
と
、
そ
の

樹
木
に
真
に
あ
ぐ
り
あ
っ
た
と
感
じ
る
の
だ
」
と
発
言
し
た
。
そ
の
発

言

を
踏
ま
え
た
施
設
責
任
者
「
ア
ガ
ー
テ
」
は
、
作
品
冒
頭
次
の
よ
う

に

問
う
ー
「
あ
な
た
は
人
間
よ
り
樹
木
が
見
た
い
の
で
し
ょ
う
？
」
。

F僕
」
は
他
者
に
直
接
的
関
心
を
向
け
る
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
、
人
に

似
通

う
現
地
の
樹
木
と
巡
り
合
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
「
僕
」
が
言

う
よ
う
に
「
そ
こ
に
生
き
死
に
す
る
」
「
樹
木
」
と
「
人
間
」
と
が
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

似
す
る
な
ら
ば
、
施
設
の
庭
に
葺
え
立
つ
「
雨
の
木
」
と
入
居
者
た

ち
も
然
り
、
相
似
す
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
車
椅
子
の
建
築
家

r
コ

マ

ロ

ー
ヴ
ィ
チ
」
の
理
念
を
反
映
し
、
F
大
き
い
木
造
建
築
」
施
設

内
に
「
螺
旋
階
段
」
状
に
「
位
置
」
付
け
ら
れ
た
「
箱
の
よ
う
な
個
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

の

群
れ

が
、
ま
る
で
「
雨
の
木
」
の
「
大
き
い
葉
叢
の
う
ち
に
」
「
鳥

の

巣

箱
の
よ
う
に
包
み
こ
ま
れ
て
い
る
」
と
表
現
さ
れ
る
の
も
、

レ

イ
ン
コ
ツ
リ
　

r雨
の

木
」
と
「
施
設
」
、
r
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
理
念
と
「
施
設
」

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
び
ノ
リ
　

内
構
造
、
「
雨
の
木
」
と
入
居
者
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
連
な
り
に
結
ば
れ
、

通
底
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
外
部
の
風
景
を
遮
断
す
る
ほ
ど
巨
大
な
「
暗
闇
」
を
形

　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

成
す
る
「
雨
の
木
」
の
磁
場
の
下
、
「
自
分
自
身
を
天
に
向
っ
て
螺
旋

状
に
高
め
て
行
く
、
そ
の
階
梯
を
昇
っ
て
い
る
と
自
覚
で
き
る
よ
う
」

改
築

し
た
「
施
設
」
に
、
F
鋭
敏
、
繊
細
な
病
あ
る
魂
」
を
持
つ
「
入

居
者
」
の
心
身
の
「
暗
闇
」
「
暗
黒
」
と
が
重
な
り
あ
っ
て
、
三
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

相
互
浸
透

し
一
体
化
す
る
。
ま
た
そ
の
〈
場
〉
に
感
応
し
、
F
雨
の
木
」

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

r暗
黒
の
へ
り
」
を
凝
視
し
て
「
夢
想
」
「
幻
視
」
す
る
「
僕
」
の

あ
り
よ
う
も
、
そ
の
統
合
体
が
孕
む
「
暗
黒
」
の
形
成
に
既
に
参
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
い

る
と
言
え
よ
う
。
暗
黒
の
「
へ
り
」
へ
の
注
視
か
ら
現
出
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

r僕
」
の
夢
想
と
は
、
換
言
す
れ
ば
意
識
と
無
意
識
の
「
へ
り
」
（
境
界
・

閾
・
縁
）
か
ら
発
せ
ら
れ
た
〈
想
像
力
〉
世
界
で
あ
る
。
従
っ
て

レ

イ
ン
　
ツ
リ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

F雨
の

木
」
の
「
へ
り
」
と
は
、
自
己
内
部
に
現
出
す
る
イ
マ
ー
ジ
ュ

を
言
葉
で
手
繰
る
小
説
家
「
僕
」
の
「
視
角
」
　
F
位
置
」
の
比
喩
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

　

と
は
い
え
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
で
は
、
「
僕
」
の
想
像
力
世

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

界
は

「
暗
黒
の

へ
り
」
と
「
板
根
」
に
表
象
さ
れ
る
ご
と
き
、
そ
の
と

ば
口

に

留
ま
っ
て
い
る
。
作
品
世
界
は
む
し
ろ
施
設
内
で
起
き
た
不
可

解
な
出
来
事
を
客
観
的
に
映
し
出
す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
、
夢
想
の

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

発
端

と
な
っ
た
「
雨
の
木
」
を
実
際
に
見
る
こ
と
に
執
着
し
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
じ

な
い
の
だ
。
既
に
「
雨
の
木
」
は
見
る
こ
と
が
か
な
わ
ぬ
、
不
可
視

の

存
在
に

棚
上
げ
さ
れ
て
、
代
わ
っ
て
そ
の
周
囲
に
夢
想
は
拡
張
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
の
ノ
リ
　

い

る
。
例
え
ば
、
作
品
末
尾
の
「
僕
」
は
、
つ
い
に
「
雨
の
木
」
全

体
を
見
よ
う
と
せ
ぬ
ま
ま
、
「
板
根
」
か
ら
施
設
を
見
上
げ
る
「
ア
ガ
ー

テ
」
の
姿
を
「
思
い
描
く
」
。
施
設
責
任
者
「
ア
ガ
ー
テ
」
が
ま
だ

「
本

当
に
恐
ろ
し
い
不
幸
な
こ
と
は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
」
少
女
時

代
の

自
画
像
を
「
庭
の
暗
黒
の
樹
木
の
根
方
か
ら
眺
め
る
」
姿
と
、

F樹
木
と
対
を
な
す
も
う
一
本
の
巨
木
の
よ
う
な
」
「
建
物
」
を
「
見
あ

げ
る
」
様
子
で
あ
る
。
作
中
「
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
秘
教
的
な
建
築
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理
念

を
特
徴
づ
け
る
「
位
置
」
と
い
う
言
葉
に
照
ら
し
て
、
　
F
ア
ガ
ー

テ
」
も
ま
た
特
別
な
「
位
置
」
を
持
つ
こ
と
を
「
僕
」
は
感
受
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

た

こ
と
に
な
る
。
現
在
の
「
ア
ガ
ー
テ
」
は
「
雨
の
木
」
の
「
根
方
」

を
自
身
の
「
位
置
」
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
に
関

連

し
た
彼
女
の
輝
か
し
い
少
女
時
代
画
と
、
　
r
暗
黒
」
の
そ
の
後
の
記

憶
と
が
、
彼
女
の
現
在
に
底
深
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
し
か
し
1
方

で
、
眼
前
に
立
つ
施
設
は
「
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
建
築
理
念
の
実
践

と
し
て
、
入
居
す
る
若
者
た
ち
の
未
来
が
「
神
的
な
高
み
に
向
け
て
の

上
昇
」
を
果
た
す
た
め
「
螺
旋
階
段
」
状
に
部
屋
が
「
位
置
」
づ
け
ら

れ

て

も
い
る
。
「
ア
ガ
ー
テ
」
は
彼
女
の
現
在
「
位
置
」
か
ら
「
暗
黒

　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

へ
り
」
を
見
つ
め
る
か
の
よ
う
に
、
自
身
の
過
去
と
若
者
た
ち
の
未

来
を
見
上
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
作
は
、
「
ア
ガ
ー
テ
」
の

言
葉
に

よ
っ
て
幕
を
開
け
、
「
建
物
を
見
あ
げ
る
」
彼
女
の
姿
を
「
思

い

描
v
」
　
r
僕
」
の
夢
想
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
三
、
「
幻
の
樹
木
」
の
「
へ
り
」
1
大
江
・
武
満

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

　
つ
い

に

「
雨

の

木
」
の
全
貌
を
見
る
こ
と
な
く
終
え
た
「
頭
の
い

　
　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

い

『
雨

の

木
』
」
発
表
か
ら
約
二
年
後
、
連
作
中
短
篇
集
の
表
題
と
も

　
　
　
　
レ
イ
ン
お
ツ
リ
　

な
る
「
『
雨
の
木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
が
発
表
さ
れ
る
。
作
品
冒
頭
に

は

「
人
が
死
に

む

け
て
年
を
と
る
と
い
う
こ
と
」
が
「
僕
」
の
こ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

ら
の
主
題
で
あ
る
と
表
明
し
、
前
作
短
篇
（
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

に

触
発

さ
れ
た
「
友
人
に
し
て
師
匠
」
の
「
音
楽
家
T
さ
ん
」
が
作
曲

　
　
　
レ
イ
ン
お
ツ
リ
　

し
た
「
雨
の
木
」
の
楽
曲
経
緯
と
、
初
演
時
の
様
子
が
説
明
さ
れ
て

い

る
。
「
僕
」
は
、
そ
の
演
奏
を
視
聴
し
な
が
ら
「
想
像
力
の
発
揮
の

モ

テ

ィ
ー
フ
と
し
て
は
、
書
き
す
す
め
な
が
ら
な
お
充
分
に
は
把
握
し

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ソ
リ
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

て
い

た
と
い
え
ぬ
『
雨
の
木
』
の
暗
喩
」
が
、
「
T
さ
ん
」
の
「
い

だ

く
宇
宙
モ
デ
ル
に
重
ね
ら
れ
」
る
こ
と
で
「
自
分
に
も
は
じ
め
て
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ソ
リ
　

全
に

納
得
さ
れ
」
、
r
こ
の
小
説
で
表
現
し
た
か
っ
た
」
「
『
雨
の
木
』

の

確
か

な
幻
」
即
ち
「
幻
の
樹
木
を
見
た
」
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

レ

イ
ン
ひ
ツ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

F雨
の

木
」
こ
そ
が
「
こ
の
宇
宙
の
暗
喩
だ
と
感
じ
」
、
つ
い
に
は

「
僕

は
ひ
と
り
魂
を
浄
化
さ
れ
た
よ
う
に
」
「
息
を
と
あ
、
涙
を
流
し
て

い

た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
僕
」
に
劇
的
な
感
動
と
明
察
を
与

え

た
「
T
さ
ん
」
の
音
楽
は
、
三
人
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
家
に
よ

り
F
暗
が
り
」
の
中
で
演
奏
さ
れ
た
。
そ
の
光
景
は
、
「
T
さ
ん
」
が

近

来
重
要
視
し
て
い
る
「
演
奏
者
」
の
「
位
置
」
に
特
徴
が
あ
る
と

F僕
」
は
言
う
。
前
作
に
引
き
続
き
、
本
作
も
「
位
置
」
と
い
う
語
が

繰
り
返
し
登
場
し
、
そ
れ
が
「
T
さ
ん
」
の
音
楽
に
と
っ
て
重
要
な
タ
ー

ム

と
な
っ
て
い
た
。
聴
衆
の
「
耳
に
提
示
さ
れ
る
音
の
位
置
」
の
光
源

に

は

「
演
奏
の
さ
な
か
に
あ
る
人
間
た
ち
の
」
「
目
に
見
え
る
位
置
」

が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
「
位
置
関
係
」
に
は
「
T
さ
ん
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
ロ

「
宇

宙
論
的
な
視
座
」
が
投
影
さ
れ
て
い
て
、
「
雨
の
木
」
楽
曲
の
具

体
－
r
偶
然
の
よ
う
な
和
音
」
「
人
間
の
精
神
の
営
為
だ
と
は
っ
き
り

し
て
い
る
不
協
和
、
ズ
レ
」
「
た
え
ま
な
く
し
た
た
り
落
ち
る
雨
の
滴
、

そ

の

よ
う
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
音
質
」
－
が
暗
が
り
の
中
で
進
行
す

る
の
で
あ
っ
た
。
「
位
置
」
は
、
「
T
さ
ん
」
の
音
楽
表
現
を
視
覚
・
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

覚
に

わ
た
り
構
造
化
す
る
。
「
僕
」
が
提
示
し
た
「
雨
の
木
」
の

一 145一



メ
タ
フ
ァ
　

r暗
喩
」
は
、
「
音
楽
家
に
伝
達
さ
れ
て
、
そ
れ
と
照
り
か
え
し
あ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

も
う
ひ
と
つ
の
『
雨
の
木
』
の
暗
喩
」
が
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
感
動

を
帯
び
て
語
ら
れ
る
本
作
の
「
位
置
」
と
い
う
語
は
、
し
か
し

そ

も
そ
も
、
「
車
椅
子
の
建
築
家
」
で
あ
り
、
実
は
施
設
入
居
者
で
も

あ
っ
た
「
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
理
念
を
示
す
語
と
し
て
登
場
し
た
の

で

あ
っ
た
。
後
、
そ
れ
を
具
体
化
し
た
施
設
内
見
学
の
際
に
は
「
集
団

の

狂
気
に
と
り
つ
か
れ
て
塔
の
階
段
を
駈
け
の
ぼ
る
鼠
ど
も
の
群
れ
に
、

自
分
た
ち
が
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
思
い
」
を
抱
く
ほ
ど
、
「
僕
」

は
不
穏
な
気
分
に
見
舞
わ
れ
る
。
「
位
置
」
な
る
語
は
、
　
〈
エ
キ
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
〉
な
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
「
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
独
自

性

を
示
す
用
語
と
し
て
登
場
し
、
つ
い
に
「
僕
」
が
r
ア
ガ
ー
テ
」
の

姿

を
夢
想
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
も
い
る
。
「
肉
体
の
愛
も
、
精
神
の

愛
も
、
そ
れ
は
明
る
く
神
的
な
核
心
に
向
け
て
、
つ
ね
に
高
ま
り
つ
づ

け
る
螺
旋
階
段
を
昇
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
意
気
揚
々
で

あ
っ
た
「
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
世
界
観
が
、

r
T
さ
ん
」
の
「
音
の
位
置
」
「
目
に
見
え
る
位
置
」
に
よ
る
「
宇
宙
論

的
な
視
座
」
に
よ
っ
て
一
転
し
、
F
コ
マ
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
」
の
「
新
し
い

モ

デ

ュ

ロ

ー
ル
」
を
軽
々
と
乗
り
超
え
て
、
「
ひ
ろ
び
う
し
た
展
望
の

世
界
」
へ
と
変
性
す
る
。
即
ち
「
位
置
」
と
い
う
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

劇
的
に
転
換
す
る
の
だ
。
そ
の
点
に
着
眼
す
れ
ば
、
本
作
は
前
作
と
同

語
を
用
い
て
後
継
し
つ
つ
、
そ
の
意
を
新
た
な
次
元
へ
引
き
上
げ
て
、

レ

イ
ン
び
ツ
リ
　

r雨
の

木
」
の
〈
場
〉
を
「
異
化
」
し
た
と
言
え
よ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
作
中
登
場
す
る
「
T
さ
ん
」
と
は
、
武
満
徹
が
モ
デ
ル
で

あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
武
満
は
大
江
の
「
頭
の
い
い

レ

イ
ン
び
ツ
リ
　

『
雨

の

木
』
」
に
触
発
さ
れ
て
、
「
樹
」
と
「
木
」
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、

　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
の
ツ
リ
　

楽
曲
「
雨
の
樹
」
（
1
9
8
］
°
’
5
’
3
1
）
を
作
曲
し
、
以
後
「
雨
の
樹
素
描
」

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ノ
ひ
ノ
リ
　

（198
3
．
1
．
1
4
）
　
・
　
F
雨
の
樹
素
描
H
」
（
一
⑩
⑩
ト
。
．
1
0
．
2
4
）
を
発
表
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

一
方
、
大
江
も
ま
た
武
満
の
「
雨
の
樹
」
初
演
時
に
得
た
感
動
か
ら
、

レ

イ
ン
の
ツ
リ
　

「
雨

の

木
」
が
「
宇
宙
モ
デ
ル
」
の
「
暗
喩
」
で
あ
る
と
体
感
し
た
エ

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

ピ
ソ
ー
ド
を
「
『
雨
の
木
』
を
聴
く
女
た
ち
』
に
描
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

本
作

は
、
「
T
さ
ん
」
の
「
雨
の
木
」
の
音
楽
が
「
た
え
ま
な
く
し
た

た

り
落
ち
る
雨
の
滴
」
と
な
っ
て
会
場
に
響
き
渡
る
こ
と
か
ら
発
し
、

レ

イ
ン
コ
ン
リ
　

F雨
の

木
」
の
「
水
滴
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
下
に
坐
っ
て
」
考

え

た

い

と
記
し
た
「
ペ
ニ
ー
」
の
手
紙
で
終
え
る
結
構
で
あ
る
。
つ
ま

　
　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

り
r
雨
の
木
」
が
「
視
る
」
も
の
で
は
な
く
「
聴
く
」
も
の
で
あ
る

点
を
特
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
作
表
題
は
大
江
に
よ
る
武
満
の
楽

　
　
レ
イ
ン
の
ン
リ
　

曲
F
雨
の
樹
」
へ
の
応
答
、
あ
る
い
は
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
び
ン
リ
　

同
様
に
武
満
も
、
「
雨
の
樹
」
を
冠
し
た
楽
曲
の
各
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
．

　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
び
ツ
リ
　

ノ
ー
ッ
」
に
、
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
に
触
発
さ
れ
て
作
曲
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
び
ツ
リ
　

旨
を
記
し
て
お
り
、
以
降
ア
ル
バ
ム
収
録
の
際
に
も
「
雨
の
木
」
評

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ン
リ
　

を
付
す
。
「
雨
の
木
」
連
作
集
は
、
同
時
代
を
生
き
る
二
人
の
創
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

が
、
「
友
達
と
い
う
よ
り
友
人
に
し
て
師
匠
」
（
大
江
）
、
F
大
江
健
三
郎

の
小
説
を
読
む
こ
と
で
、
自
分
の
音
楽
表
現
が
よ
り
多
層
な
も
の
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

て

行

く
こ
と
を
希
む
」
（
武
満
）
と
言
明
し
合
う
、
親
密
な
関
係
性
抜

き
に
は
あ
り
得
な
い
作
品
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
瀬
良
子
氏
は
「
大
江
健
三
郎
と
武
満
徹
の
水
脈
」
で
、
大
江
の
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F武
満
受
容
の

あ
り
方
は
、
出
発
期
以
来
の
大
江
と
武
満
と
の
思
想
的

近
親
性

を
背
景
に
持
っ
て
い
る
」
と
し
、
F
武
満
の
音
が
言
葉
と
し
て

の

音
な
ら
ば
、
大
江
の
小
説
の
言
葉
は
、
音
と
し
て
の
言
葉
で
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
大
江
は
、
「
言
葉
と
意
味
と
の
く
い
ち
が
い
」
や
「
空

虚
に

陥
り
が
ち
な
言
葉
と
人
間
の
関
係
を
見
据
え
つ
つ
、
音
と
し
て
の

言
葉
の
積
極
的
な
意
味
を
唱
え
」
た
武
満
か
ら
、
自
分
と
共
通
の
言
語

観

を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
表
現
者
の
モ
ラ
ル
の
中
心
的
な
も
の
」
や

r死
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
表
現
行
為
」
へ
の
志
向
と
い
っ
た
根
源
的
問

題
に

ま
で
深
く
共
鳴
す
る
こ
と
で
、
　
一
貫
し
て
r
音
と
し
て
の
言
葉
を
、

自
ら
の
表
現
の
た
め
の
手
が
か
り
に
し
て
い
っ
た
」
と
結
ぶ
。
大
江
が

『
小
説
の
方
法
』
で
逢
着
し
た
「
文
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
『
異
化
』
」
に
は
、

こ
う
し
た
「
音
と
し
て
の
言
葉
」
へ
の
志
向
が
底
流
し
て
い
た
と
思
わ

れ

る
。
村
瀬
氏
に
倣
い
筆
者
は
、
武
満
の
「
言
葉
と
し
て
の
音
」
の
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

面
を
「
新
潮
社
文
化
講
演
会
」
（
］
°
9
6
8
・
6
・
2
5
）
で
の
発
話
の
中
か
ら

感
得
す

る
。
武
満
は
、
「
音
楽
的
な
表
現
、
音
楽
的
な
行
為
」
の
前
に

行

う
コ
言
葉
と
の
激
し
い
交
渉
」
の
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
「
漠
然
」

と
し
た
「
多
義
的
な
曖
昧
さ
を
残
し
た
、
よ
り
言
葉
の
発
生
の
起
源
に

近
い

状
態
」
と
し
て
現
れ
る
「
ひ
と
つ
の
言
葉
」
へ
の
集
中
が
、
武
満

の

音
楽
創
作
の
「
動
機
」
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
従
っ

て
、
彼
の
楽
曲
題
名
は
、
そ
の
音
の
始
原
、
あ
る
い
は
「
激
し
い
交
渉
」

の

末
に

獲
得
さ
れ
た
「
言
葉
」
「
音
」
の
痕
跡
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
大
江
・
武
満
両
者
の
「
思
想
的
近
親
性
」
を
踏
ま
え
、
八
〇
年

前
後
の
武
満
の
作
品
題
名
を
追
う
と
「
水
」
「
雨
」
　
F
夢
と
数
」
と
い
っ

た
言
葉
を
冠
し
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
創
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
言
葉
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

例
え
ば
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
「
雨
の
木
」

連
作
集
と
い
っ
た
大
江
作
品
に
も
意
味
深
い
言
葉
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ン
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　

　
V
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
に
て
「
雨
の
木
」
が
そ
も
そ
も
「
板
根
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
「
自
分
の
想
像
力
が
つ
く
っ
た
樹
木
の
か
た
ち
の
暗
黒
の
へ
り
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ウ
ノ
リ
　

し
て
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
を
し
、
r
雨
の
木
」
が
［
僕
」

の

〈夢
想
〉
を
誘
発
す
る
樹
木
と
し
て
現
前
化
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
こ
で
強
調
点
を
付
し
た
「
へ
り
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
と
、
武

　
　
　
　
　
　
　
へ
り

満

も
ま
た
、
「
縁
」
と
表
記
し
て
、
ギ
タ
ー
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
曲

　
　
　
　
へ
り
　
け
　

に

「
夢
の
縁
へ
」
と
題
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
八
三
年
初
演
の
「
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
ノ
ー
ッ
」
に
は
、
「
こ
れ
は
ベ
ル
ギ
ー
の
幻
想
的
な
画
家
ポ
ー

ル

’
デ
ル
ヴ
ォ
ー
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
夜
と
も
白
日
と
も
つ
か

な
い
夢
の
境
界
を
め
ざ
し
て
す
す
む
翼
を
も
っ
た
音
た
ち
。
」
と
記
さ

　
　
　
　
　
　
　
へ
り

れ

て
い

る
。
「
縁
」
に
着
目
し
さ
ら
に
遡
る
と
、
七
五
年
に
作
曲
し
た

　
　
　
　
　
　
　
に
　

r
カ
ト
レ
ー
ン
」
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ノ
ー
ツ
」
に
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り

音
楽
的
場
面
は
独
立
し
な
が
ら
も
他
へ
滲
み
、
そ
の
縁
は
さ
だ
か
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
い
。
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
七
六
年
初
演
の
「
マ
ー
ジ
ナ
リ
ア
」
の

rプ
ロ

グ
ラ
ム
・
ノ
－
ツ
」
！
s
J
L
p
t
9
、
　
F
＜
＜
M
a
r
g
i
n
a
l
i
a
〉
〉
を
着
想
し
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り

に
、
こ
の
言
葉
が
意
味
す
る
、
余
白
、
あ
る
い
は
縁
と
い
う
事
柄
と
同

時
に
、
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
私
を
強
く
把
え
て
い
ま
し
た
」
と
あ
る
。

へ
り

「
縁
」
は
武
満
に
と
っ
て
も
ま
た
、
漠
と
し
て
未
分
化
な
イ
メ
ー
ジ
を

凝
視
す
る
視
角
、
あ
る
い
は
多
層
混
交
す
る
境
界
域
と
し
て
重
要
な
言

葉
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
述
の
「
T
さ
ん
」
の
「
位
置
」
に
つ
い
て
の
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レ
イ
ン
コ
ソ
リ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

「
僕
」
の
言
及
は
、
「
雨
の
木
」
の
「
へ
り
」
を
凝
視
す
る
こ
と
で
湧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

出
し
た
「
僕
」
の
夢
想
よ
り
高
次
の
、
宇
宙
論
的
な
「
暗
喩
」
の

F視
座
」
描
述
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
「
夢
の
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り

界
」
「
翼
」
「
水
」
と
い
っ
た
言
葉
を
引
き
寄
せ
る
武
満
の
「
縁
」
の
イ

メ
ー
ジ
と
も
深
く
結
び
合
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
四
、
　
F
人
間
の
内
部
の
暗
が
り
」
に
あ
る
「
へ
り
」

　
　
　
　

1
大
江
・
塙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ノ
コ
ツ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
一
作
目
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
で
記
さ
れ
た
「
へ
り
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
せ
ソ
リ
　

語

は
、
二
作
目
「
『
雨
の
木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
で
も
ま
た
認
め
ら
れ

る
。
そ
れ
は
「
僕
」
の
大
学
時
代
以
来
の
友
人
「
斎
木
正
彰
」
が
生
前

F妻
に
の
み
語
っ
て
い
た
と
い
う
」
小
説
の
構
想
に
あ
っ
た
。
だ
が
皮

肉
に
も
「
斎
木
」
の
構
想
イ
メ
ー
ジ
は
、
彼
の
死
後
、
ハ
ワ
イ
滞
在
中

の

r僕
」
を
来
訪
し
た
学
友
コ
局
安
カ
ッ
チ
ャ
ン
」
と
の
会
話
に
よ
っ

て
、
そ
の
ま
ま
到
窃
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
も
そ
も

r高
安
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
五
月
革
命
」
直
後
に
、
当
時
パ
リ
に
駐
在

し
て
い
た
「
斎
木
」
を
訪
れ
て
、
協
同
で
r
英
・
仏
二
国
語
に
よ
る
国

際
誌
を
出
す
プ
ラ
ン
」
を
提
案
し
た
の
だ
っ
た
。
結
局
不
成
立
に
終
わ
っ

た
理
由
が
コ
局
安
」
「
斎
木
」
と
で
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
事
情
説
明

で

あ
り
、
明
ら
か
に
そ
の
真
意
は
「
斎
木
」
の
側
に
あ
る
よ
う
語
ら
れ

て
い

る
。
ハ
ワ
イ
に
滞
在
す
る
「
僕
」
に
切
々
と
語
る
「
高
安
」
日
く
、

そ
の
雑
誌
に
掲
載
す
る
予
定
だ
っ
た
「
英
・
仏
語
の
大
河
小
説
」
は
、

「
国
際
的
な
総
合
雑
誌
で
な
い
と
、
構
想
が
生
き
て
こ
ぬ
と
い
う
仕
事
」

で

あ
る
。
だ
か
ら
「
き
み
の
仕
事
と
は
競
合
せ
ぬ
も
の
だ
か
ら
、
安
心

し
て
v
れ
」
と
、
小
説
家
で
あ
る
「
僕
」
を
前
に
、
挑
発
的
な
物
言
い

を
す
る
の
で
あ
っ
た
。
語
り
手
「
僕
」
は
、
し
か
し
な
が
ら
周
到
に
、

「妄
想
が
現
実
に
根
を
つ
な
げ
て
も
い
る
」
「
高
安
カ
ッ
チ
ャ
ン
」
の
厄

介

な
性
質
と
行
動
を
、
事
前
に
「
同
級
生
で
大
手
の
出
版
社
の
社
長
秘

書
を
や
っ
て
い
る
友
人
」
の
言
葉
を
取
り
込
み
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
「
僕
」
が
彼
の
話
の
誤
り
を
殊
更
正
す
こ
と
な
く
聞
き
流
し

て
い

る
の
も
、
「
お
お
よ
そ
の
同
級
生
と
と
も
に
」
「
高
安
」
に
抱
い
て

い

る
「
見
く
び
り
」
に
由
縁
す
る
。
し
か
し
「
高
安
」
は
「
懸
案
の
小

説
」
を
「
僕
」
と
合
作
す
る
期
待
を
抱
き
「
僕
」
に
二
度
会
い
に
来
た

の

だ

っ

た
。
彼
の
「
悪
意
す
ら
も
あ
ら
か
じ
め
見
く
び
っ
て
い
る
」
ほ

ど
の
「
僕
」
が
そ
れ
を
知
る
の
は
コ
局
安
」
の
妻
「
ペ
ニ
ー
」
の
手
紙

に

よ
る
。
彼
女
は
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
コ
局
安
」
に
代
わ
り
そ
の
小
説

構
想
の

実
現
を
「
僕
」
に
委
ね
る
と
記
す
の
で
あ
っ
た
。
「
斎
木
」
「
高

安
カ
ッ
チ
ャ
ン
」
が
実
現
し
た
い
と
願
っ
た
小
説
の
構
想
は
、
「
宇
宙

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

へ
り
の
鷲
の
羽
ば
た
き
」
の
イ
メ
－
ジ
を
中
軸
と
す
る
。

　
F
斎
木
正
彰
」
の
モ
デ
ル
は
、
東
大
仏
文
科
以
来
の
大
江
の
学
友
で

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
技
術
研
修
生
と
し
て
『
ル
・
モ
ン
ド
」
紙
編
集

に

参
加
、
帰
国
後
『
中
央
公
論
』
や
『
海
』
の
編
集
に
活
躍
す
る
も
、

八

o
年
一
月
白
血
病
の
た
め
急
逝
し
た
塙
嘉
彦
で
あ
る
。
二
作
目

　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

r『
雨

の

木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
に
記
さ
れ
た
「
斎
木
」
は
、
「
テ
レ
ヴ
ィ

会
社
」
勤
務
で
あ
る
と
い
う
設
定
を
除
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

優
れ
た

才
能

を
発
揮
し
な
が
ら
惜
し
く
も
病
死
し
た
塙
嘉
彦
の
姿
を
彷
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彿
と
さ
せ
る
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、
「
斎
木
」
「
塙
」
の
親
縁
性
は
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
ろ
「
宇
宙
の
へ
り
の
鷲
の
羽
ば
た
き
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
巡
り
一
層
深

い
o
八
1
年
『
新
潮
』
新
年
特
別
号
に
寄
せ
た
大
江
の
批
評
文
は
、
塙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

嘉
彦
の
死
を
悼
み
書
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
、
「
宇
宙
の
へ
り
の
鷲
ー

つ
い

に

書
か
れ
な
か
っ
た
小
説
を
批
評
す
る
ー
」
と
題
さ
れ
た
。
こ
の

批
評
文
が
特
異
で

あ
る
の
は
、
塙
と
い
う
名
を
出
さ
ず
一
貫
し
て
r
友

人
」
と
呼
称
さ
れ
る
人
物
の
、
r
書
か
れ
な
か
っ
た
小
説
の
構
想
」
に

お

け
る
核
心
部
分
、
即
ち
「
宇
宙
論
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
へ
の
思
惟
に
あ

る
。
大
江
は
こ
の
構
想
と
イ
メ
ー
ジ
を
、
「
友
人
」
の
出
自
や
経
験
、

生
前
の
思
考
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
同
語
を
繰
り
返
し
反
復
さ
せ
、
且

つ

ま
た
、
多
様
な
視
点
を
導
入
し
全
的
解
釈
を
し
よ
う
と
試
み
る
。
そ

の

様
は

七
八
年
刊
行

さ
れ
た
『
小
説
の
方
法
』
の
文
体
と
い
う
よ
り
、

七
四
年
刊
行
の
『
文
学
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
生
々
し
い
r
臨
床
報
告
」

の

文
体
に

近

し
い
o
そ
し
て
ま
た
、
武
満
の
文
章
で
言
う
と
こ
ろ
の

Fぼ
く
の
内
部
に
漠
然
と
な
が
ら
、
確
か
な
重
さ
を
も
っ
て
現
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

V
る
言
葉
」
に
「
い
っ
そ
う
確
実
な
意
味
を
探
ろ
う
と
」
す
る
姿
と
重

な
り
合
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
憧
憬
と
嫉
妬
」
を
抱
く
ほ
ど
に
魅
力

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
な
「
宇
宙
の
へ
り
の
巨
大
な
鷲
、
そ
の
羽
ば
た
き
と
交
感
す
る
現
代

の

人

間
」
と
い
う
小
説
構
想
は
、
「
あ
る
空
間
の
構
成
要
素
を
、
宇
宙

規
模
で
考
え
る
態
度
が
よ
く
反
映
し
て
」
い
る
点
で
大
江
の
心
を
捉
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

た
。
し
か
も
、
「
巨
大
な
鷲
が
住
む
宇
宙
の
へ
り
が
、
羽
ば
た
き
を
聞

く
人
間
の
内
部
の
暗
が
り
に
実
在
し
て
」
、
F
か
れ
の
外
部
の
わ
れ
わ
れ

み

な
を
ふ
く
み
こ
む
宇
宙
そ
の
も
の
と
照
応
す
る
と
い
う
構
図
」
に
大

江

は
感
嘆
す
る
。
さ
ら
に
は
「
小
説
に
お
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
、
「
巨
大
な
鷲
が
住
む
宇
宙
の
へ
り
」
が
、
「
羽
ば
た
き
を
聞
く
人

間
の
内
部
の
暗
が
り
に
実
在
し
て
」
い
る
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

つ

ま
り
大
江
の
解
釈
に
お
け
る
「
へ
り
」
は
、
「
宇
宙
の
へ
り
」
で
あ

る
と
同
時
に
「
人
間
の
内
部
の
暗
が
り
に
実
在
し
て
」
い
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
と
な
る
の
だ
っ
た
。

　
　
五
、
お
わ
り
に
ー
〈
a
g
l
v
e
　
l
m
a
g
q
i
n
a
t
l
o
n
〉
「
連
作
」

　
　
　
レ
イ
ン
の
ソ
リ
　

　
［
雨
の
木
」
の
表
象
は
、
ま
ず
語
り
手
「
僕
」
の
眼
が
r
暗
闇
の
壁
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
の
ノ
リ
　

を
凝
視
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
や
が
て
「
雨
の
木
」
の
「
暗
黒

　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

へ
り
」
に
視
線
が
注
が
れ
る
と
、
「
底
な
し
の
奥
へ
落
ち
こ
ん
で
ゆ

V
よ
う
な
、
吸
引
力
の
あ
る
暗
黒
」
が
見
い
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
言
わ

ば

「
僕
」
の
「
内
部
の
暗
が
り
」
、
即
ち
深
層
意
識
に
通
ず
る
想
像
世

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

界
の

「
へ
り
」
に
「
僕
」
が
立
っ
て
い
る
こ
と
と
同
義
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

r暗
黒
の

へ
り
」
は
表
層
意
識
と
深
層
意
識
の
境
界
域
で
あ
り
、
「
想
像

的
投
企
」
に
満
ち
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
湧
出
を
見
晴
す
く
場
V
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
自
己
の
全
体
化
を
図
る
に
ふ
さ
わ
し
い
o
例
え
ば
前
述
し
た

ユ
ン

グ
の
「
p
9
才
Φ
［
日
p
σ
q
i
n
a
t
i
o
n
　
J
　
r
バ
ウ
ム
テ
ス
ト
」
は
、
「
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
」
自
ら
が
描
い
た
「
想
像
の
木
」
を
発
端
に
、
無
意
識
と
意

識
の
折
衝
を
行
う
こ
と
で
自
己
の
全
体
化
・
個
別
化
を
図
る
療
法
で
あ
っ

た
。
表
現
者
が
創
作
上
こ
れ
と
似
た
行
為
を
実
現
す
る
に
は
、
自
身
の

無
意
識
由
来
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
前
に
し
て
、
そ
れ
に
否
定
的
な
他
者
を

創
造
し
格
闘
さ
せ
る
、
峻
厳
な
自
己
内
対
話
の
成
立
を
必
要
と
す
る
。
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r意
識

と
無
意
識
と
の
間
の
乖
離
が
多
少
と
も
埋
め
ら
れ
、
個
性
化
の

プ

ロ

セ

ス

の

目
標
で
あ
る
心
の
全
体
性
の
実
現
に
近
づ
く
」
た
め
で
あ

る
。
従
っ
て
二
作
目
以
降
、
尚
l
層
要
請
さ
れ
る
の
は
、
「
僕
」
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

マ

ー
ジ
ュ
を
「
宇
宙
論
的
な
視
座
」
の
も
と
「
暗
喩
」
化
し
て
自
作

品
に
反
映
し
た
肯
定
的
援
護
者
「
音
楽
家
の
T
さ
ん
」
よ
り
も
、
「
僕
」

を
不
愉
快
に
さ
せ
、
非
難
し
、
容
易
に
理
解
し
合
え
ぬ
他
者
の
存
在
と

な
ろ
う
。
例
え
ば
ハ
ワ
イ
大
学
の
宿
舎
に
や
っ
て
来
た
招
か
れ
ざ
る
友

人

F高
安
」
は
、
独
り
よ
が
り
の
想
像
に
端
を
発
し
た
行
為
に
加
え
、

　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ノ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ぶ
ツ
リ
　

r僕
」
の
「
雨
の
木
」
世
界
に
平
然
と
異
議
を
は
さ
む
。
「
雨
の
木
」

小
説
に
登
場
す
る
「
精
神
障
害
者
施
設
の
ア
イ
デ
ア
は
自
分
の
も
の
」

で

あ
り
、
「
暗
闇
の
な
か
で
た
え
ず
水
滴
を
し
た
た
ら
せ
る
巨
大
な
樹

　
　
メ
タ
フ
ァ
　

木
の
暗
喩
が
自
分
の
こ
と
を
指
す
の
は
確
か
だ
」
と
生
前
に
言
い
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

し
て
い
た
の
だ
。
　
一
方
、
彼
の
妻
「
ペ
ニ
ー
」
は
、
「
雨
の
木
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

F高
安
」
の
言
う
よ
う
な
「
単
な
る
暗
喩
」
で
は
な
く
、
事
実
現
存
し

て
お

り
、
そ
れ
を
実
際
「
あ
な
た
が
見
た
は
ず
だ
と
思
う
」
と
手
紙
に

記
す
の
で
あ
っ
た
。

　
樹
木
の
仔
ま
い
を
「
頭
が
い
い
」
と
評
し
た
「
ア
ガ
ー
テ
」
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
、
「
僕
」
に
よ
る
「
板
根
」
「
へ
り
」
と
い
っ
た
断
片
描
写
、
加
え
て

F
僕
」
の
夢
想
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
一
作
目
の
「
想
像
の
木
」

レ

イ
ン
び
ツ
リ
　

F雨
の

木
」
は
、
不
完
全
で
あ
る
ゆ
え
に
他
者
の
想
像
力
に
喚
起
し
て
、

二
作
目
に
て
多
種
多
様
で
自
在
な
表
象
と
解
釈
を
生
む
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

こ
う
し
た
各
自
の
「
雨
の
木
」
を
内
在
化
し
た
他
者
た
ち
と
は
、
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち
比
喩
的
に
、
F
暗
黒
の
へ
り
」
を
知
る
者
た
ち
で
あ
る
。
演
奏
者
の

F位
置
」
に
細
心
の
注
意
を
払
う
「
音
楽
家
の
T
さ
ん
」
は
、
「
音
楽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

発
想
の
段
階
」
で
「
暗
喩
の
喚
起
力
」
を
重
視
し
、
「
宇
宙
論
的
な
視

座
」
の
も
と
作
品
を
創
作
す
る
。
視
聴
覚
双
方
か
ら
の
「
位
置
」
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に

は
、
必
然
的
に
「
間
」
と
「
へ
り
」
へ
の
認
知
が
要
請
さ
れ
る
。
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
り
二
作
目
に
登
場
す
る
「
T
さ
ん
」
の
「
位
置
」
は
「
へ
り
」
と
縁

語
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
T
さ
ん
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
武
満

　
　
　
ヘ
　
　
へ

が

F
へ
り
」
と
い
う
言
葉
に
十
分
に
意
識
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
補
助
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
な
る
。
あ
る
い
は
「
斎
木
」
の
「
宇
宙
の
へ
り
の
鷲
の
羽
ば
た
き
」

構
想
を
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
主
張
し
、
大
作
を
執
筆
す
る
野

心
を
持
ち
続
け
た
「
高
安
」
と
、
小
説
家
「
マ
ル
カ
ム
．
ラ
ウ
リ
ー
」

夫
妻
の
あ
り
よ
う
に
擬
し
て
r
高
安
」
を
支
持
す
る
妻
「
ペ
ニ
ー
」
も
、

共
に

陽
の

当
た
ら
ぬ
人
生
を
挽
回
す
る
べ
く
迷
妄
に
近
し
い
夢
想
の
世

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

界
の
「
へ
り
」
に
立
っ
て
い
る
。

　
F
僕
」
を
始
め
登
場
人
物
の
個
々
が
包
摂
す
る
想
像
世
界
と
現
実
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

各
自
の
「
暗
黒
の
へ
り
」
r
位
置
」
か
ら
流
出
す
る
。
彼
ら
全
て
を
覆

　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
せ
ン
リ
　

う
で
あ
ろ
う
「
雨
の
木
」
が
、
や
が
て
生
と
死
と
再
生
を
表
象
す
る

宇
宙
木
と
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
既
に
「
T
さ
ん
」
の
音
楽
で
予
告
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ノ
リ
　

れ

て
い

る
の
で
あ
っ
た
。
下
山
嬢
子
氏
は
、
「
雨
の
木
」
小
説
の
テ
ー

マ

を
巡
り
、
「
個
々
の
人
間
が
同
1
の
生
命
体
で
は
あ
り
な
が
ら
も
不

可
侵
の
網
の
目
の
よ
う
な
自
己
の
位
置
を
持
っ
て
こ
の
世
に
生
存
し
て

い

る
こ
と
、
巨
大
な
樹
木
『
雨
の
木
」
の
そ
の
一
枚
一
枚
の
葉
は
個
々

の

生
命
体
と
も
人
間
と
も
言
え
、
ト
ー
タ
ル
な
こ
の
世
界
全
体
の
図
絵

で

あ
る
」
と
述
べ
、
宮
沢
賢
治
の
「
イ
ン
ド
ラ
の
網
」
に
お
け
る
「
世
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ロ
　

界
総
体
と
個
の
関
係
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
近
似
性
」
に
触
れ
て
い
る
。

指
摘
の
ご
と
く
r
不
可
侵
の
網
の
目
の
よ
う
な
自
己
の
位
置
」
に
あ
る

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

個
々
を
「
雨
の
木
」
に
繁
る
三
枚
一
枚
の
葉
」
と
し
て
と
ら
え
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ロ
ツ
リ
　

ば
、
奇
妙
な
賑
わ
い
と
底
知
れ
ぬ
陰
響
を
（
「
頭
の
い
い
『
雨
の
木
』
」
）
、

あ
る
い
は
「
魂
を
浄
化
さ
れ
た
よ
う
」
な
感
動
と
、
相
反
す
る
「
悲
嘆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

の

気
分
」
と
を
（
「
『
雨
の
木
』
を
聴
く
女
た
ち
」
）
、
r
暗
黒
の
へ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

に

立

つ

「
僕
」
は
「
雨
の
木
」
の
葉
叢
か
ら
感
知
し
た
と
言
え
よ
う

か
。　

r
僕
」
の
回
想
に
基
づ
く
＜
連
作
〉
の
始
ま
り
は
、
「
僕
」
の
、
ひ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
　

て

は
大
江
の
「
想
像
の
木
」
「
雨
の
木
」
に
よ
る
〈
p
。
註
く
Φ
ぎ
p
σ
q
ぼ

a
t
i
o
n
〉
　
Q
始
ま
り
で
あ
る
。
三
作
目
以
降
「
僕
」
の
自
己
内
部
は
さ

ら
な
る
想
像
の
深
度
に
向
け
て
掘
り
起
こ
さ
れ
、
同
時
に
、
「
僕
」
の

周
辺
に
集
う
他
者
た
ち
と
の
折
衝
も
活
気
を
帯
び
て
く
る
。
個
々
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
　

投
影

す
る
コ
枚
一
枚
の
葉
」
の
多
様
性
は
、
「
雨
の
木
」
の
様
相
に

変
化

を
及
ぼ
し
、
随
時
前
作
と
の
「
異
化
」
を
促
す
。
従
っ
て

レ

イ
ン
　
ツ
リ
　

F雨
の

木
」
は
固
定
し
た
象
徴
に
留
ま
ら
ず
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
新
た
な

生
成
と
結
合
の
動
的
過
程
に
屹
立
す
る
〈
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〉
と
な
る
だ
ろ

F

O
O
　
〈
連
作
〉
の
各
作
品
は
、
相
互
に
連
関
し
、
あ
る
い
は
交
錯
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ノ
お
ツ
リ
　

が

ら
、
「
連
作
集
」
全
体
を
覆
う
「
雨
の
木
」
の
二
枚
一
枚
の
葉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
お
ツ
リ
　

と
な
っ
て
揺
れ
動
く
。
「
僕
」
が
描
く
「
雨
の
木
」
世
界
は
、
「
僕
」

の

想
像
世
界
全
体
の
〈
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〉
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
過

程
を

経
て
意
識
に

浮
上
す

る
の
か
、
次
の
課
題
と
し
た
い
。

（注
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
コ
ツ
リ
ト

　
（
1
）
　
大
江
健
三
郎
「
『
雨
の
木
』
小
説
か
ら
」
『
音
楽
の
手
帖
・
武
満
徹
』

　
　
　
（
1
9
8
1
．
1
0
　
青
土
社
）

　
（
2
）
　
大
江
健
三
郎
『
大
江
健
三
郎
　
作
家
自
身
を
語
る
』
（
聞
き
手
・
構

　
　

成

尾
崎
真
理
子
）
（
N
O
O
べ
’
5
新
潮
社
）

　
（
c
o
）
　
o
・
G
・
ユ
ン
グ
『
折
ロ
学
の
木
』
監
訳
・
老
松
克
博
　
訳
・
工
藤
昌

　
　

4N
・
　
（
2
0
0
9
．
9
　
創
元
社
）

　
（
4
）
　
工
藤
昌
孝
「
臨
床
場
面
に
お
け
る
『
樹
木
』
に
関
す
る
イ
マ
ジ
ネ
ー

　
　
　
シ
ョ
ン
ー
そ
の
錬
金
術
的
側
面
が
も
た
ら
す
意
義
と
『
想
像
の
木
』
法

　
　

試
行
の
覚
え
書
き
」
「
哲
学
の
木
』
注
3
と
同
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
イ
ン
　
ツ
リ
ト

　
（
5
）
　
中
島
国
彦
「
『
「
雨
の
木
」
を
聴
く
女
た
ち
』
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　
　

「
國
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
（
「
⑩
O
P
『
　
學
燈
社
）

　
（
6
）
　
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
『
大
地
と
休
息
の
夢
想
』
訳
・
饗
庭
孝

　
　

EER　
（
1
9
7
0
．
2
思
潮
社
）

　
（
7
）
　
武
満
徹
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ノ
ー
ツ
」
『
武
満
徹
著
作
集
5
』
（
N
O
O
O
’
7

　
　
　

新
潮
社
）

　
（
8
）
　
武
満
徹
「
二
つ
の
も
の
ー
作
家
の
生
活
」
『
波
』
　
（
1
9
8
1
．
1
）

　
（
9
）
　
村
瀬
良
子
「
大
江
健
三
郎
と
武
満
徹
の
水
脈
」
「
近
代
文
学
試
論
』

　
　
　
（
2
0
0
2
．
1
2
）

　
（
9
）
　
武
満
徹
「
『
音
』
と
『
言
葉
』
」
『
樹
の
鏡
、
草
原
の
鏡
』
（
H
⑩
品
’
9

　
　

新
潮
社
）

　
（
1
）
　
注
7
と
同
a
s
O
　
r
ベ
ル
ギ
ー
・
リ
エ
ー
ジ
ュ
の
国
際
ギ
タ
ー
音
楽
祭

　
　
　
の
委
嘱
に
よ
り
作
曲
さ
れ
、
一
九
八
三
年
三
月
、
鈴
木
一
郎
の
独
奏
に

　
　
よ
り
、
初
演
さ
れ
た
。
」

　
（
1
2
）
　
注
7
と
同
u
x
o
　
r
1
九
七
五
年
に
F
M
東
京
の
委
嘱
に
よ
っ
て
作
曲

　
　

さ
れ
、
同
年
九
月
、
小
澤
征
爾
指
揮
の
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

　
　

響
楽
団
と
タ
ッ
シ
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
た
。
」
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（
1
3
）
　
注
7
と
同
様
。
N
H
K
交
響
楽
団
創
立
㎝
O
周
年
記
念
に
よ
る
委
嘱
、

　
　
一
九
七
六
年
一
〇
月
岩
城
宏
之
指
揮
に
よ
り
初
演
。

（
1
4
）
　
下
山
嬢
子
「
大
江
健
三
郎
に
お
け
る
『
雨
の
木
』
表
象
」
『
近
代
文

　
　
学
研
究

W
』
（
N
O
H
S
㏄
　
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
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